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査した結果、主に下記内容が議論されました。査した結果、主に下記内容が議論されました。

◆委　員　長／高橋 正浩

◆副委員長／荒川 一義

◆委　　員／山崎 智之　岡部 俊行　礒貝 和典

　　　　　　垣内 武司　桂　 撤男

【報告第4号】

平成２８年度七尾市一般会計補正予算の専決処分の報告

◆歳入：入湯税について

問入湯税について、見込額から250万4千円の減額となっているが、
平成28年度と平成27年度の決算ベースでの見込額はどうなのか。

答平成28年度は、126,762,450円で現年課税分としての決算見込
みで、市内温泉利用施設を含めて849,502人の利用者数である。
平成27年度は、139,085,200円で927,868人の利用者数であ
る。

【報告第４号】

平成２８年度七尾市一般会計補正予算の専決処分の報告

◆歳入：市税全般について

問平成28年度の市税全般について、数字が確定したが、評価はどう
か。

答見込みとして、平成27年度の収納率と同様の91.7％の収納率を確
保できた。現年分はしっかりと納入率についても同様の数字を得た
が、滞納分については若干減っている。今後も率は維持していきた
い。

【議案第60号】

工事請負契約の締結

◆高機能消防指令システム整備工事

問システムが１１年経って更新するということだが、新しい機能として何
が増えたのか。

答今の装置を使ったまま、新しい装置を設置し、何カ月間かの試験を
行った上で切り替える。機能的には、高所カメラとネット１１９という
聴覚障害者対応の通報システムが新しく増えた。高所カメラは消防
本部のアンテナに設置する。ネット１１９については、これまでＦＡＸ
のみでの対応だったのが、携帯電話から対応できるようになる。

【行政視察報告】

香川県丸亀市　[５月２３日（火）]
《コミュニティによるまちづくりについて》

七尾市と親善都市である丸亀市は、地域づくりの先進地であり、今
回は、丸亀市の行政の立場からの視察ではなく、実際に現場で運営す
る地域コミュニティ組織の一つ「岡田コミュニティ」という地域づくりを
行う団体の活動についての視察を行った。「岡田コミュニティ」では、
独自のまちづくり計画を策定し、計画に従って活動もしっかりと行い、
参考になる取り組み事例で
あった。先進地といいながら
も、今の形になるまでに１０
年以上かかったとのこと。
七尾市はスタートしたばかり
で、これから一つずつ課題を
解決しながら各まちづくりが
盛んになっていくことを期待
する。

【行政視察報告】

岡山県倉敷市　[５月２４日（水）]
《ファシリティマネジメントの推進について》

　岡山県倉敷市では、公共施設管理を総合的に管理活用するファシ
リティマネジメントの取り組みについて視察を行った。倉敷市では、
公共施設管理のデータを一元化し、施設の設備点検など職員自らが
行い、それを元に長期修繕計画を設定している。また、点検した内容を
その現場で所管課の職員に結果を伝え、法令違反の指摘、修繕の必要
性や予算の見通しの説明、清掃の指導などを通じ、職員の意識向上を
図っている。長期修繕計画に基づき、修繕・改修の優先順位を決め、
工事費用のコスト削減を行うのだが、今までは各担当課に予算要求の
段階から任せていたが、そこを客観的に点検、予算化、その執行を一
元化する体制づくりを進め
てきた結果として、全体的に
最適化されつつあるものだ
った。七尾市としても、数多
くの公共施設管理があるな
かで、いかにコスト削減しな
がら長寿命化を行っていく
のか、とても参考になった。
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